
表紙, 目次, 投稿規定, 執筆者紹介, 奥付, Contents

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2022-04-07

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10466/00017630URL



大
阪
府
立
大
学
紀
要

人
文
・
社
会
科
学

第
七
十
巻

2022

第　　巻70

大阪府立大学　高等教育推進機構



大阪府立大学紀要（人文・社会科学）第70巻

目　次

論　文

コンドルセの代表制論―フランス革命期における「代表民主政」の視点
	 	
	
ゴットフリート・ケラーの『失われた笑い』について　	

教育学における解釈学的方法の必要性について　	
	
ピエール・ボエスチュオー研究　補遺１
　『キリスト教の普遍的（カトリック）教会の迫害の歴史』
	 	

玉置哲淳の幼児教育課程論における「活動」の関係論的構造
	 	

研究ノート

権威について－オークショット研究（３）　	

永見 瑞木 　　　　1

谷口 栄一 　　　 23
	

高根 雅啓 　　　 35

鍛治 義弘 　　　 49

吉田 直哉 　　　 71

亀喜　 信 　　　 85



『大阪府立大学紀要（人文・社会科学）』投稿規定

� （2016年 8 月 1 日施行、2018年 6 月25日改正）
1.� 『大阪府立大学紀要（人文・社会科学）』は、大阪府立大学における教育・研究の成果を掲載し、
教育・研究の更なる進展に寄与することを目的とする。投稿資格は、大阪府立大学の専任教
員で、高等教育推進機構が提供する教養科目を担当する者とする。ただし、編集委員会で特
に認める者についてはその限りでは無い。

2.� 原稿種別は学術論文、研究ノート、資料紹介、書評とする。
3.� 原稿は全て未発表のものとする。ただし、口頭発表済みのものについては、その旨を明記す
れば可とする。また、投稿は１名につき1編までとする。

4.� 原稿は研究公正の点で問題が無く、且つ論述の内容と形式が妥当なものでなければならない。
また第三者の著作権を侵害しないよう、投稿者の責任に於いて十分に顧慮したものであるこ
とを要する。

5.� 掲載の可否、および原稿種別に関しては、編集委員会に於いて検討の上、決定する。
6.� 原稿は、註も含めて和文で原稿用紙換算50枚（20,000字）程度、欧文の場合は40,000ストロー
ク程度に収まるものであること。この分量を大幅に超える場合は、予め編集委員会にその旨
を申し出て了承を得なければならない。

7.� 横書き・縦書きのいずれかを指定すること。
8.� 全ての原稿種別に於いて、最終ページに日本語（400字程度）または欧文（200語程度）の要
旨を付けること（欧文要旨については、和訳を添付すること）。欧文題目、及び投稿者氏名
のアルファベット表記も、併せて提出すること。

9.� B5用紙に印字した原稿とともに、MS�Word形式のファイルを収めた電子媒体を提出するこ
と。

10.� 完成稿の形で投稿すること。投稿者による校正は再校までとし、大幅な加筆修正は認めない。
11.� 掲載文の著作権は大阪府立大学高等教育推進機構に帰属する。
12.� 掲載文は編集委員会の議を経て、本学リポジトリにて公開される。
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